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【新】印は、新規または一部新規事業です。

【総】印は、総合戦略事業です。



本書及び概要版を希望される方は、総務課広聴広報係（本

庁舎２階）、三珠支所、六郷支所でお渡ししています。
また、町ホームページから閲覧や印刷ができます。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

・
・

・ 国 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

・
・

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
学校医、各種講師への報酬 574.4 万円 13.1 万円 0 

町単教員、学校司書、用務員の配置 6,145.9 万円 68.2 万円 1 

特別支援教育支援員の配置 1,927.7 万円 1億4312.9 万円 79 

教材用備品、図書購入費用など 293.6 万円 【ふるさと納税寄付金，学校施設使用料】

学校運営の負担金、学校行事等補助金 89.0 万円 3,622.9 万円 20 

就学援助費 244.6 万円

学校運営のための経費 9,187.4 万円

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
学校医、各種講師への報酬 296.0 万円 20.3 万円 0 

町単教員、学校司書、用務員の配置 2,508.4 万円 8,678.6 万円 81 

教材用備品、図書購入費用など 327.6 万円 【ふるさと納税寄付金，学校施設使用料】

学校運営の負担金、学校行事等補助金 210.1 万円 2,036.5 万円 19 

就学援助費 557.4 万円

学校運営のための経費 6,835.9 万円

●〇●　　　学校教育の充実　　　●〇●

【総】 小学校費 1億8,017.1 万円

町内６校を運営するための経費です。主なものとして町費負担による教員、学校司書、用務員を配置し
ます。また、上野小、大塚小、市川小、市川南小、六郷小に特別支援教育支援員を配置します。

【総】 中学校費 1億735.1 万円

町内４校を運営するための経費です。主なものとして町費負担による教員、学校司書、用務員を配置し
ます。
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・ 町 （ ％ ）

・
・

・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
学校ICTサポート 635.8 万円 758.5 万円 100 

授業目的公衆送信補償金 13.1 万円

GIGA端末保険 109.6 万円

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
外国人通訳支援員報酬 62.8 万円 62.8 万円 100 

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報酬、運転委託料など 725.5 万円 924.8 万円 100 

燃料費、修繕費など 199.3 万円

●
GIGAスクール構想の実現に向けた一人一台端末
整備事業（学校ICTサポートほか）

758.5 万円

　一人一台端末のより効果的な利活用のため、その使い方や不具合等の問い合わせに対し、専門業者
による対応を行います。端末の故障・破損等に対しては、端末保険に加入します。
　また、著作権法に係り、授業目的公衆送信補償金制度を活用します。
＊授業目的公衆送信補償金
著作権法の改正によりICTを活用した教育での著作物利用の円滑化を図るため、授業の予習復習用に教員が他人の著作物を用
いて作成した教材を児童生徒の端末に送信したり等行う場合等、補償金（年額）を支払うことで無許諾で行うことが可能となりまし
た。

● 外国人通訳支援員配置事業 62.8 万円

町内在学の外国籍児童の増加により、日本語の理解が難しい児童及び保護者との連携を図るため、ポ
ルトガル語が話せる通訳支援員を配置します。

● スクールバスの運行　等 924.8 万円

下九一色地区、大木・法師倉地区、山保地区の学校統廃合に係り、児童・生徒の安全な通学を確保す
るため、三珠地区・市川南小中・市川中スクールバスを運行します。
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・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
町有バス運転委託料、業者バス等借上料 399.3 万円 399.3 万円 100 

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
スクールガード・リーダー報償金 72.8 万円 7.4 万円 10 

スクールガード・リーダー傷害保険料 1.2 万円 7.4 万円 10 

59.2 万円 80 

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
負担金 117.3 万円 117.3 万円 100 

● 峡南地区中学校体育大会及び県大会等選手派遣費 399.3 万円

保護者の負担軽減等を目的に、管内中学校部活動に係る各種大会への選手移送経費を公費負担し
ています。

● 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 74.0 万円

子どもたちが安心して教育を受けられるよう、家庭や地域関係機関・団体と連携をし、地域ボランティア
等を活用するなど地域社会全体で取り組む体制を整備し、安全で安心できる学校が確立できるよう各
種取り組みを行っています。スクールガード・リーダー１名を配置し、週５日、管内小中学校１０校において
校内・通学路などの安全点検及びパトロールなどを行っています。

● 峡南地域教育支援センター負担金 117.3 万円

令和２年度より峡南４町（市川三郷町、早川町、身延町及び富士川町）で共同設置する峡南地域教育
支援センターへの負担金
［令和5年度総事業費：345.4万円］
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・ 国 （ ％ ）

県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

　 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・
・

≪担当： 教育総務 課 学校教育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
子育てのための施設等利用給付 308.4 万円 154.2 万円 50 

77.1 万円 25 

77.1 万円 25 

≪担当： 教育総務 課 総務施設 係 ≫

町内小中学校に外国人指導助手（ＡＬＴ）６名を配置し、外国語教育を推進します。

◆主な経費 ●財源内訳●
外国語指導者業務委託料 2,378.0 万円 1,378.0 万円 58 

【過疎対策事業債】

1,000.0 万円 42 

≪担当： 教育総務 課 総務施設 係 ≫

町内中学校で実施する英語検定、漢字検定及び数学検定に対し、検定料の１/２を補助します。

◆主な経費 ●財源内訳●
英語検定料補助金 35.0 万円 60.0 万円 100 

漢字検定料補助金 15.0 万円

数学検定料補助金 10.0 万円

● 子育てのための施設等利用給付事業 308.4 万円

令和元年１０月から実施された子育てのための施設等利用給付に伴い、子ども・子育て支援制度に移
行していない私立幼稚園等に就園する幼児等の保護者に対し、入園料、保育料を月額25,700円を上
限に支給します。

● 外国人英語指導者配置事業 2,378.0 万円

● 各種検定料補助事業 60.0 万円
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・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ 　 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ 　 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 教育総務 課 総務施設 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
管内小中学校屋内運動場照明設備ＬＥＤ化工事設計 396.0 万円 105.5 万円 3 

市川小学校敷地内樹木伐採 49.5 万円 【過疎対策事業債】

市川南中学校屋上防水改修 3,650.0 万円 3,990.0 万円 97 

≪担当： 教育総務 課 学校給食センター 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
人件費（職員・会計年度任用職員など） 5,558.2 万円 1億4226.8 万円 86 

給食材料の購入費 7,153.3 万円 【学校給食費負担金】

給食施設・設備の維持管理費 3,203.7 万円 2,360.1 万円 14 

調理場機器などの備品購入費 671.7 万円

≪担当： 生涯学習 課 生涯学習 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
学習指導者等謝礼 42.9 万円 43.9 万円 100 

その他 1.0 万円

● 管内小中学校維持管理事業 4,095.5 万円

　　管内小中学校施設の老朽化に伴う維持管理を行います。本年度は、管内小中学校屋内運動場照明
設備ＬＥＤ化工事設計、市川小学校敷地内樹木伐採、市川南中学校屋上防水改修を行います。

【総】 学校給食センター運営事業 1億6,586.9 万円

学校栄養教諭を町内３カ所の学校給食センターに配属し、それぞれの地域の食材を使った特色のある
美味しい給食を児童・生徒に提供しています。なお、児童については給食費の無償化、生徒については
半額補助を行い、保護者の経済的負担の軽減を図ります。

【総】 『ことばの森』教室 43.9 万円

町内小学校５、６年生と中学生を対象に、地域の退職教員の先生方に作文の添削指導をお願いし、｢文
章を書く｣ことを通して意思表示をする訓練をしながら、受験や学習に対するやる気を育みます。
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・ 町 （ ％ ）

・
・

・ 町 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 政策推進 課 ふるさと納税 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
イベント物販費用 1.1 万円 5.8 万円 100 

交流活動費用 1.7 万円

その他 3.0 万円

≪担当： 生涯学習 課 生涯学習 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
安全指導員・講師謝金など 27.1 万円 42.4 万円 100 

その他経費 15.3 万円

≪担当： 生涯学習 課 生涯学習 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
市川アカデミー気軽に行講座 13.0 万円 15.0 万円 100 

レディース講座 2.0 万円

●〇●　　　生涯学習・スポーツの推進　　　●〇●

● 学校法人日本体育大学交流事業 5.8 万円

体育・スポーツ及び健康づくりの視点から日本体育大学と町とが協力体制を作り、皆さまが健康的に
過ごすとができるよう展開していきます。また、トップアスリートとの交流や競技指導者の派遣等を行いス
ポーツに対する関⼼を⾼めていただき、スポーツ選⼿の育成強化はもちろん健康年齢の改善も目指し
ます。

【総】 放課後子どもプラン推進事業 42.4 万円

　町内小学校区ごと、児童を対象に『たのしい教室』を開催しています。地区公民館の主事をはじめ地
域の大人たちとの交流を図りながら、スポーツや文化活動を組み込んだ体験学習を実施しています。

● 生涯学習講座 15.0 万円

市川アカデミー講座は、誰でも気軽に行ける講座として様々な分野で専門の講師を招き開催します。
レディース講座は女性を対象にフラワーアレンジメントや浴衣着付け教室などを開催します。
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・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ 　 （ ％ ）

・
・

・
・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

町 （ ％ ）

≪担当： 生涯学習 課 生涯学習 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
燃料費、光熱水費 473.2 万円 2,632.4 万円 100 

施設保守管理委託料 67.1 万円 【使用料等】

公民館事業委託料 127.0 万円 12.0 万円 0 

人件費 1,568.8 万円

その他 408.3 万円

≪担当： 生涯学習 課 生涯学習 係 ≫

燃料費、光熱水費 644.4 万円 ●財源内訳●
施設保守管理委託料 2,634.9 万円 3,327.6 万円 97 

その他 144.3 万円 【使用料等】

96.0 万円 3 

≪担当： 生涯学習 課 生涯スポーツ 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
スポーツ教室などの開催 58.3 万円 100 

（軽スポーツ、体力測定など）

● 公民館管理事業 2,644.4 万円

　地区公民館の維持管理を行い、行事や研修を通じて地域の特性を生かした生涯学習の場を町民の
皆さまに提供します。
　上地区公民館と下地区公民館の浴室は令和4年3月末をもって廃止となりました。長い間、ご利用い
ただきありがとうございました。

● 生涯学習センター管理事業 3,423.6 万円

　町民の多様なニーズに応えられる生涯学習・生涯スポーツの拠点として生涯学習センターの維持管理を
行います。
　新たな学びや文化と交流の拠点としてまちづくりの核となる事業を行います。

● スポーツ教室などの開催 58.3 万円

　町民の親睦・健康な体づくりを目的に、軽スポーツ大会や教室を開催します。
【体力測定】
　自己の体力を測定し、健康管理や体力の維持向上を学びます。
【軽スポーツ教室等】
　スポーツ推進委員が軽スポーツ技術を取得し、町民に新しいスポーツを普及します。

・ 58.3 万円

- 29 -



・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

・
・

≪担当： 生涯学習 課 生涯スポーツ 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
富士川駅伝競走大会の開催負担金 5.0 万円 5.0 万円 100 

≪担当： 生涯学習 課 生涯スポーツ 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
スポーツ協会への補助金 493.0 万円 513.0 万円 100 

県外スポーツ出場費補助金 20.0 万円

≪担当： 生涯学習 課 生涯スポーツ 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
峡南スポーツ推進委員研修会等参加 1.9 万円 23.9 万円 100 

県スポーツ推進委員研修会等参加 9.2 万円

関東スポーツ推進委員研究大会参加 12.8 万円

● 富士川駅伝競走大会 5.0 万円

県内で最も歴史がある富士川駅伝競走大会は、関係者の協力のもと第７１回大会を迎えます。毎年県
内各地から大勢の参加をいただき、２月の第２日曜日に開催されます。

● スポーツ団体への支援 513.0 万円

町のスポーツ活動をより一層活発にするため、スポーツ協会を通じて運営費などの一部を補助します。
スポーツ協会では、同協会に加盟する団体への支援、各種大会企画、運営や参加、選手や指導者の育
成などを行います。

● スポーツ研修会・講習会への参加 23.9 万円

生涯スポーツの環境整備とスポーツ指導者の育成のため、会議や研修などに参加します。
また、スポーツ推進委員を対象に研修スポーツ大会が開催されます。
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・ 町 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

・
・
・

≪担当： 生涯学習 課 生涯スポーツ 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
参加費 15.0 万円 18.0 万円 100 

参加負担金 3.0 万円

≪担当： 生涯学習 課 町立図書館 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
図書・視聴覚資料等備品購入費 746.2 万円 3,445.0 万円 83 

雑誌、新聞等資料購入費 111.2 万円 【ふるさと納税寄付金　地域振興基金】

図書館システム機器リース・保守委託料 633.8 万円 700.0 万円 17 

読書推進事業 30.4 万円

人件費 2,134.5 万円

その他 488.9 万円

● 県スポーツレクリエーション祭への参加 18.0 万円

県民が気軽に参加でき、交流を深める場として、例年、５月に山梨県スポーツレクリエーション祭が開催
されています。本町からも毎年多くの方が参加しています。

● 市川三郷町立図書館事業 4,145.0 万円

『つどう・まなぶ・はぐくむ・つたえる』を基本理念に身近に感じる・親しむ・誇れるまちの図書館を目指し
ます。町民の読書要求に応えるために図書や視聴覚資料の充実を図ります。郷土の文化、歴史などの
地域資料の収集・保存・活用等資料の内容を強化し利用者の学習、研究活動の支援や地域に役立つ
情報を発信します。図書館ネットワークシステムを活用し、町内3か所の図書館で利用可能とし、また
ホームページ内で資料の検索や予約、新着図書や図書館の情報も発信します。本館では自動貸出機
による利用者のプライバシーの保護や迅速な資料提供を図ります。また歴史講座や各種イベントを実施
し、学習の場を提供します。子どもたちには、お話会や図書館まつりなどのイベントで、絵本や物語の楽
しさを伝えます。
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・ 町 （ ％ ）

・
・

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 生涯学習 課 町立図書館 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
ブックスタート事業用絵本購入費 7.9 万円 23.4 万円 100 

ブックスタート事業用バック購入費 8.2 万円

ブックスタート事業用絵本リスト印刷費 7.3 万円

≪担当： 生涯学習 課 町立図書館 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
セカンドブック事業用絵本購入費 11.9 万円 11.9 万円 100 

≪担当： 政策推進 課 政策推進 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
婚活イベント業務委託料 10.0 万円 【ふるさと納税寄付金】

10.0 万円 100 

● ブックスタート事業 23.4 万円

赤ちゃんの成長には言葉がとても大切です。また、言葉を覚えるためには絵本を読んであげることが
効果的です。図書館では赤ちゃんの成長の手助けとして、また親子が触れ合う機会づくりとして、４ヶ
月健診で絵本をプレゼントします。

● セカンドブック事業 11.9 万円

ブックスタート事業のフォローアップとして、想像力豊かで心の成長が大きい３歳児に絵本をプレゼン
トし、読み聞かせの大切さを伝えます。

●〇●　　　結婚・出産支援の充実　　　●〇●

【総】 婚活支援事業 10.0 万円

未婚化・晩婚化に伴う少子化への対策として、男女に出会いの場を提供することにより結婚活動の支
援を行います。イベントやセミナーを実施予定ですが、開催日等につきましては、町広報紙及び町ホーム
ページにてお知らせします。
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・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
不妊治療費助成金 180.0 万円 180.0 万円 100 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
負担金 775.1 万円 522.0 万円 67 

通信運搬費 3.0 万円 130.5 万円 17 

消耗品費 5.0 万円 130.6 万円 16 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
母子健康手帳代 2.6 万円 12.1 万円 100 

その他事業費 9.5 万円

【総】 不妊治療費助成事業 180.0 万円

不妊症の治療に要する費用の一部を助成します。対象は、国内の医療機関において不妊症と診断さ
れ、その治療を受けている夫婦で、１年以上市川三郷町に住所があり、医療機関各法の規定による被
保険者または被扶養者で、町税などを滞納していない方に限ります。助成額は自己負担額の1/2とし、
１年に１回、年間２０万円を上限に、通算５年間となります。

【新】 出産・子育て応援交付金事業 783.1 万円

妊娠・出産・子育てにかかる経済的な負担を軽減するため、「出産・子育て応援給付金」を支給します。
「出産応援給付金」は妊娠届出時に面談を受けた妊婦を対象に50,000円、「子育て応援給付金」は
新生児訪問時に面談を受けた方に50,000円（子ども１人あたり）を支給します。

● 母子健康手帳の交付とカンガルー学級事業 12.1 万円

母子手帳は月に２回、三珠健康管理センターで交付します。
その際に｢フレッシュママ教室｣を開催し、妊娠中の注意や各種制度・サービスなどの説明を行います。お
急ぎの場合は担当までお問い合わせ下さい。
カンガルー学級（母親学級）は、年間３コース（計９回）実施し、前半は講義中心、後半はマタニティヨガ
などを取り入れています。
その他、パパママ教室（両親学級）やリリース教室、離乳食教室も開催しています。
※開催日は広報などでご確認できます。
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・ 国 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
医療機関検査委託料 728.1 万円 35.0 万円 5 

事務負担金 7.1 万円 104.5 万円 14 

印刷製本費 4.3 万円 【ふるさと納税寄付金】

600.0 万円 81 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
負担金 123.2 万円 61.6 万円 49 

利用者負担減免 3.7 万円 41.0 万円 32 

24.3 万円 19 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
保健師等専門職報酬 392.3 万円 261.4 万円 67 

その他 0.2 万円 65.3 万円 17 

65.8 万円 16 

● 妊婦一般健康診査助成事業 739.5 万円

母子手帳の交付を受けた妊婦さんに、出産までの妊婦一般健康診査１４回分の費用（１回上限6,000
円）と追加検査６回分の費用（計13,750円分）を助成します。
また、乳児一般健康診査２回分の費用（１回上限5,350円）、産婦健診２回分の費用（１回上限5,000
円）及び新生児聴覚健診１回分の費用（上限3,000円）も助成しています。

【総】 産後ケア事業 126.9 万円

医療的処置を必要としないものの、育児に不安や負担を強く感じる産後４か月までの母親とその乳児
が、山梨県で実施している「山梨県産前産後ケアセンター（笛吹市石和町）」に宿泊し、母体の休養及
び体力の回復を行いながら今後の育児に資する指導やカウンセリングなどを受けることができます。
町では、その費用の一部を負担します。

【総】 子育て世代包括支援センター 392.5 万円

子育て支援課母子保健係内に「子育て世代包括支援センター」を設置し、妊娠期から子育て期にわた
るまで切れ目ない支援を行うために、相談支援体制を整えています。
様々な子育てニーズに対する支援体制を強化していきます。
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・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
子育て祝い金 240.0 万円 240.0 万円 100 

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
ファミリー・サポート・センター事業 195.6 万円 64.0 万円 11 

養育支援訪問事業 7.2 万円 64.0 万円 11 

その他事業費 361.2 万円 436.0 万円 78 

●〇●　　　子ども・子育て環境の充実　　　●〇●

【総】 子育て祝い金支給事業 240.0 万円

町の子育て支援策の一環として、小学校入学時に祝い金として１人あたり２０，０００円を支給します。今
年度は１２０人を予定しています。各小学校に入学後、学校を通してお子さまに申請書を配付します。
申請手続後、祝い金をお受け取り下さい。

● 子ども子育て支援事業 564.0 万円

「子ども子育て支援法」に基づき、幼児期の学校教育・保育・地域の子ども子育て支援を総合的に推進
する『子ども子育て支援事業計画』を策定し、ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援
事業）や養育支援訪問事業など、様々な事業を実施します。
※ここでは、旧「次世代育成支援地域事業」分のみを計上し、地域子育て支援拠点事業や放課後児童
健全育成事業などは、別途記載しています。

- 35 -



・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
子育て支援医療費の助成 5,550.0 万円 866.4 万円 15 

審査支払手数料 199.1 万円 1,871.8 万円 33 

その他事務費 4.6 万円 【国保高額療養費償還分】

15.5 万円 0 

【過疎債】

3,000.0 万円 52 

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
ひとり親家庭医療費助成 860.0 万円 463.4 万円 52 

審査支払手数料 28.9 万円 427.4 万円 47 

その他事務費 6.4 万円 【国保高額療養費償還分】

4.5 万円 1 

【総】 子育て支援医療費助成事業 5,753.7 万円

受給者証の交付を受けたお子さんが、県内の医療機関へ入院・通院などをした場合、保険診療分の医
療費は無料となります（一部窓口無料にならない場合がありますが、その場合は翌月以降、申請書に領
収書か医療機関の証明を添付し、提出して下さい。後日、口座振込により助成します）。
対象者は、出生の日から満１８歳に達する年の最初の３月３１日までです。

● ひとり親家庭医療費助成事業 895.3 万円

１８歳以下で受給者証の交付を受けた児童と親が、県内の医療機関へ入院・通院などをした場合、保
険診療分の医療費が無料となります。ひとり親（母子・父子）家庭の父母の所得税が非課税でかつ、ひ
とり親などの扶養義務者の所得が制限内である場合に適用されます（一部窓口無料にならない場合
がありますが、その場合は翌月以降、申請書に領収書か医療機関の証明を添付し提出して下さい。後
日、口座振込により助成します）。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・
・

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
児童手当支給費 1億6,479.5 万円 　1億1,442.7 万円 69 

事務費 26.3 万円 2,518.3 万円 15 

2,544.8 万円 16 

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
指導員報酬など 145.0 万円 245.7 万円 100 

施設維持費 84.6 万円

その他事業費 16.1 万円

● 児童手当支給事業 1億6,505.8 万円

● 児童館事業 245.7 万円

児童館は、０歳から１８歳未満までの児童のための児童厚生施設です。子どもたちに遊び場と遊びを提
供し、心身ともに健やかに成長するお手伝いをしています。児童館事業は『みたま児童館』『市川大門
児童館』『六郷総合子供センター』の３ヵ所で実施しています。

中学３年生までの児童・生徒の保護者に、年３回児童手当を支給します。
【１人当たりの月額】
　３歳未満１５，０００円
　３歳以上中学校就学前１０，０００円
　（第３子以降は１５，０００円）
　中学生１０，０００円
※一定以上所得がある場合は、一律５，０００円となります。(特例給付)
※児童手当法の改正により令和４年１０月支給分（令和４年６月分）から、特例給付に所得上限が設け
　　られます。
【支給月】６月、１０月、翌２月
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

◎

◎ ◎
◎ ◎
◎ ◎
◎ ◎

・ 町 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
指導員賃金など 4,360.4 万円 1,059.5 万円 21 

施設維持費 452.8 万円 1,059.5 万円 21 

その他事業費 212.7 万円 2,861.9 万円 57 

【延長保育料】

●町内９カ所の放課後児童クラブ 45.0 万円 1 

上野放課後児童クラブ（みたま児童館）

子ども館友優学童クラブ（子ども館友優） 大塚放課後児童クラブ（ふるさと交流センター）

たかた学童クラブ（高田公民館） じどうかん学童クラブ（市川大門児童館）

だいどう学童クラブ（すずかけの里） 上地区公民館学童クラブ（上地区公民館）

六郷放課後児童クラブ（総合子どもセンター） やまほ学童クラブ（山保地区公民館）

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

町内の児童遊園地や遊具の維持管理を行っています。必要に応じ、修繕等を行っていきます。

◆主な経費 ●財源内訳●
維持管理費 54.5 万円 56.3 万円 100 

その他 1.8 万円

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
加算金 78.0 万円 78.0 万円 100 

● 放課後児童健全育成事業 5,025.9 万円

保護者の就労などにより、放課後、家庭において適切な保護を受けることができない小学生に対し、児
童館や公民館などの施設を利用し、遊びや生活の場を与えて保護者が迎えに来るまで児童を預かりま
す（町内６つの小学校に対して、９カ所の放課後児童クラブを設置）。
※子ども子育て支援事業のうちの１事業となります。

● 児童遊園地管理事業 56.3 万円

【総】 多子世帯子育て支援事業 78.0 万円

平成２８年度より、「市川三郷町総合戦略アクションプラン」に基づき、既存の「子育て祝い金事業」に
多子世帯への子育て支援として、第３子に30,000円、第４子以降に50,000円の加算金を追加しま
す。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・
・
・

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎

☎

☎

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
人件費（職員・会計年度任用職員） 2億2,606.4 万円 1億3,963.9 万円 26 

保育材料、賄材料など 1,841.4 万円 5,907.4 万円 11 

施設維持管理費 1,839.1 万円 2億9,595.7 万円 54 

【保護者負担金・広域受託金】

4,596.7 万円 9 

延長保育、－時預かり事業補助金 740.8 万円

通園バス運営費 100.0 万円

地域活動事業 25.2 万円

【町立４保育所】
◎三珠保育所 055-272-0512 ◎大塚保育所 055-272-0500

◎市川富士見保育所 055-272-0260 ◎市川南保育所 055-272-0037

【私立３保育園】
◎高田保育園 055-272-4862 ◎定林寺立正保育園 0556-32-2326

◎ひまわり保育園 0556-32-2726

【認定こども園２園】
◎市川幼稚園 055-272-0156

◎市川南幼稚園 055-272-1471

● 保育の実施及び保育所地域活動事業 5億4,063.7 万円

保護者が就労や病気などの理由により、０歳から５歳までの乳幼児を家庭で十分に保育できないとき、
保護者に代わって保育します。町内には、町立4 保育所と私立３保育園、認定こども園２園、保育にあ
たっては、通常保育のほか保護者のニーズに応え、延長保育や一時預かりなども実施しています。保育
所地域活動事業は、園児と祖父母、地域のお年寄りや小・中学生、高校生、就園前の乳幼児と園児との
ふれあい活動の事業を実施しています。入所・入園は随時受付けていますので、希望する保育所等へお
気軽にご相談下さい。

・ 町内私立保育園運営費委託料
広域入所委託料

2億6,910.8 万円
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・ 町 （ ％ ）

・ 他

 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
人件費（会計年度任用職員） 19.0 万円 19.0 万円 95 

消耗品費 1.0 万円 【保護者負担金】

1.0 万円 5 

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
保育所運営にかかる経費 1,241.2 万円 620.6 万円 50 

620.6 万円 50 

≪担当： 子育て支援 課 子育て支援・保育 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
私立保育園等入所児主食補助金 126.0 万円 126.0 万円 100 

【総】 病後児保育事業 20.0 万円

● 保育の利用者負担軽減制度 1,241.2 万円

兄弟で保育所等に入所している場合の3歳未満児の第2子の保育料について、基本額の5割の国の基
準を拡充して6割軽減しています。また、山梨県の子育て応援事業により第5階層までの第2子以降の
子の保育料については無料となります。（階層により区分が異なりますので詳細はお問い合わせくださ
い。）

● 園児給食費無償化事業 126.0 万円

町内の私立保育園・認定こども園等に入園している3歳以上児の町内児の主食（米飯）に対する補助
を実施します。
主食代として月1,000円を補助します。

市川富士見保育所では病後児保育を実施しています。
対象児童は生後６カ月から小学校６年生までの児童で利用には事前に登録が必要となります。
【利用料】
・町内に住所を有する世帯
　生活保護世帯または前年度市町村民税非課税世帯：無料
　その他の世帯：２, ０００円
・町外に住所を有する世帯
　保護者が町内の事業所に勤務、児童が町内の保育所などに入所している場合：３, ０００円
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
指導員報酬など 546.9 万円 195.2 万円 32 

施設維持費 35.2 万円 195.2 万円 32 

その他事業費 31.1 万円 222.8 万円 36 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
医師・保健師等　謝金 188.5 万円 55.8 万円 24 

その他事務費 39.3 万円 【ふるさと納税】

172.0 万円 76 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
予防接種委託料 3,254.9 万円 297.0 万円 9 

その他事務費 42.1 万円 【ふるさと納税寄付額】

3,000.0 万円 91 

● 地域子育て支援センター事業 613.2 万円

みたま児童館、市川富士見保育所２階、六郷総合子どもセンターの町内３カ所で主に乳幼児を子育て
中の親子が集まり、子どもを遊ばせながら育児に関する情報交換、育児相談、また毎月様々なイベント
を実施して、楽しく子育てができるよう支援します。
※子ども子育て支援事業のうちの１事業となります。

● 乳幼児健康診査事業 227.8 万円

乳幼児の健康診断を行います。乳児は４回（４カ月児、７カ月児、１０カ月児、１３カ月児）実施し、その後
は１歳半、２歳、３歳、５歳児に実施します。（２歳児は歯科検診をメインに発達の確認を行います。）病気
や発育の早期発見・早期対応や育児の相談の場としてお役立て下さい。

● 予防接種事業 3,297.0 万円

乳幼児の予防接種は、町内または、かかりつけの医療機関で接種できるように委託しています。なお、そ
れぞれの定期予防接種の対象年齢中に接種した場合、接種料金は助成されます。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
医療費助成 20.0 万円 10.0 万円 44 

審査支払手数料 0.3 万円 5.0 万円 22 

その他事務費 2.4 万円 7.7 万円 34 

≪担当： 子育て支援 課 母子保健 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
医療費助成 152.1 万円 55.1 万円 36 

審査支払手数料 0.1 万円 27.5 万円 18 

その他事務費 0.1 万円 28.0 万円 19 

【利用者負担分】

41.7 万円 27 

● 自立支援医療費（育成医療）給付事業 22.7 万円

１８歳未満で病気や障害があり、そのまま放置すると、将来身体に障害の残る可能性があるが、手術な
どの治療で障害の改善が期待できる児童に対し、指定医療機関でかかった保険診療分の一部を助成
します。
対象となるのは、視覚障害、聴覚、平衡機能の障害、音声機能、言語機能、そしゃく機能障害、肢体不自
由、内臓機能の障害などです。

● 養育医療費給付事業 152.3 万円

低体重児（出生時の体重２，０００g 以下）や、医師の診断により生活力薄弱と診断された新生児は、機
能が未熟であるため疾病にかかりやすく死亡率が高いばかりか、心身に障害を残すことも多いため、出
生から退院、もしくは出生から満1 歳の誕生日前日までの、いずれか早い日の入院治療にかかった保
険診療分の一部を助成します。
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・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 商工観光 課 観光 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
随行職員旅費 1.2 万円 1.2 万円 100 

≪担当： 生涯学習 課 学術文化 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
業務委託一式 325.6 万円 162.8 万円 50 

81.4 万円 25 

81.4 万円 25 

≪担当： 商工観光 課 商工 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
伝統産業支援補助金 50.0 万円 50.0 万円 100 

●〇●　　　文化・芸術の振興　　　●〇●

● 歌舞伎鑑賞助成事業 1.2 万円

本町は、江戸歌舞伎の最高峰市川團十郎宗家発祥の地です。日本の伝統文化である歌舞伎に親し
み、また町のＰＲのために歌舞伎鑑賞助成事業を実施します。

● 大塚古墳調査整備事業 325.6 万円

大塚古墳の調査報告書を作成するにあたり、古墳調査、資料整理を行います。この事業は３か年で行
い、本年度は２か年目になります。

●〇●　　　地域・伝統の継承　　　●〇●

【総】 手漉き和紙継承事業 50.0 万円

手漉き和紙の継承者育成のため、商工会と連携し育成事業を実施します。卒業証書作成や、県民の日
イベントなどで手漉き和紙体験を後継候補者が指導実践していきます。
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・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ 　 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・
・

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 商工観光 課 商工 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
人件費 402.0 万円 435.2 万円 86 

和紙材料（こうぞ・みつまた） 22.6 万円 【販売、体験料収入】

和紙工房運営費 82.6 万円 72.0 万円 14 

≪担当： 町民 課 国保年金 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
給付金支給費 1,846.0 万円 1,869.5 万円 100 

郵送料 10.3 万円

システム保守料 13.2 万円

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

百歳の誕生日を迎えた方に祝い金を贈り、長寿を祝福します。

◆主な経費 ●財源内訳●
百歳祝い金 757.0 万円 757.0 万円 100 

● 市川手すき和紙「夢工房」管理運営 507.2 万円

令和2年度にオープンした夢工房で、手漉き後継者ができる工房を運営管理します。後継者が練習を
重ね、手漉き体験教室や町内児童・生徒や、観光客の人に手漉きの体験ができるようしていきます。

●〇●　　　介護・高齢者福祉の充実　　　●〇●

● 長寿・医療費給付金事業 1,869.5 万円

長年にわたり地域の発展に貢献いただいた市川三郷町に住所のある米寿（８８歳）以上の方に対し、
医療機関などを受診する際の経済的な不安が軽減できるよう、また健康に留意していただくための給
付金として、１人１年度あたり２０，０００円を一括支給します。
（年１回、１回２０，０００円）。

● 百歳の祝い事業 757.0 万円
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・ 町 （ ％ ）

・

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

８８歳を迎えた方に記念写真とタクシー券を贈り、長寿を祝福します。

◆主な経費 ●財源内訳●
写真撮影代行代 5.5 万円 13.8 万円 100 

写真現像代 8.3 万円

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
老人クラブ補助金 456.8 万円 86.4 万円 19 

370.4 万円 81 

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
老人福祉施設措置費 1,541.5 万円 1,402.1 万円 91 

入所判定委員報酬 4.8 万円 【利用者負担金】

144.2 万円 9 

● 米寿の祝い事業 13.8 万円

● 老人クラブへの助成など 456.8 万円

概ね６５歳以上の在宅者が相互の親睦を図り、生き甲斐をもって豊かな老後を過ごすために、老人クラ
ブ連合会及び単位老人クラブへ助成します。

● 老人福祉施設措置事業（老人ホーム入所への助成） 1,546.3 万円

身体・精神または経済上の理由により、居宅で養護を受けることが困難な６５歳以上の方を老人ホーム
に入所させ養護します。なお、入所者本人と扶養義務者は収入に応じて一部費用負担があります。
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・ 町 （ ％ ）

・

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
シルバー人材センター負担金 476.1 万円 477.1 万円 100 

全国シルバー人材センター賛助会費 1.0 万円

≪担当： 福祉 課 社会福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
生活援助員派遣事業委託料 126.0 万円 161.8 万円 99 

緊急通報システム監視業務委託料 17.2 万円 【利用者負担金】

監視システム電話回線使用料など 20.4 万円 1.8 万円 1 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
介護給付費 21億3,269.5 万円 6億412.4 万円 26 

地域支援事業 1億1,341.8 万円 2億8,073.1 万円 12 

その他 5,619.9 万円 3億6,053.6 万円 16 

【介護保険料、その他】

10億5,692.1 万円 46 

● シルバー人材センターへの助成 477.1 万円

急速に進む高齢社会の中で、働く機会を得たい、社会に役立つ仕事をしたいという高齢者の希望に応
えるため、シルバー人材センターに事業費の一部を助成します。

● シルバーハウジング生活援助員派遣事業 163.6 万円

町営富士見団地内の緊急通報システムなどを備えたシルバーハウジング（高齢者世話付き住宅）に居
住する高齢者が、自立して安全な生活ができるよう、ライフサポートアドバイザー（生活援助員）を派遣
する事業です。町社会福祉協議会へ業務を委託し、実施しています。

● 介護保険事業 23億231.2 万円

介護保険は、介護が必要な方が住みなれた地域で安心して生活できるように、保健医療サービスと福
祉サービスを行うとともに、介護が必要とならないように、普段から介護予防に心がける事業を併せて
実施しています。
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・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
委託料 66.4 万円 66.4 万円 100 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
訪問理美容報償費 0.5 万円 0.5 万円 100 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
緊急通報機器保守管理委託料 181.2 万円 218.6 万円 100 

機械器具費 37.4 万円

● 家族介護用品の支給事業 66.4 万円

要介護度３・４・５で、町民税非課税の方を自宅で介護している、町民税非課税の方に対し、家族介護
用品（おむつなど）の支援をしています。

● 訪問理容・美容サービス事業 0.5 万円

寝たきりなどで理髪店に行けない方が、理容師や美容師の訪問により理容又は美容サービスを利用し
たときに、その出張代金の一部を支援します。町民税非課税世帯で寝たきりや歩行困難な方に対して、
年３回、１回１，５００円を助成します。

● 緊急通報体制等整備事業（ふれあいペンダント） 218.6 万円

　一人暮らしの虚弱な高齢者が、急病や事故などで緊急に助けが必要な時に、ペンダントや本体のボタ
ンを押すことで、登録した近所の協力員、必要に応じて救急車が出動する２４時間体制のシステムにな
ります。
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・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
運営委託料 21.2 万円 21.0 万円 99 

【利用者負担金】

0.2 万円 1 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
社会福祉法人等による利用者負担軽減事業 125.0 万円 93.7 万円 75 

31.3 万円 25 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
運営委託料（三珠・市川地区分） 980.1 万円 1,065.2 万円 94 

運営委託料（六郷地区） 158.4 万円 【利用者負担金】

73.3 万円 6 

● 外出支援サービス事業 21.2 万円

寝たきりまたは車いす利用の方で、一般の交通機関を利用することが困難な方を対象に、自宅から町
内の診療所及び峡南医療センターまでの送迎を行います（片道２００円が個人負担となります）。

● 社会福祉法人等による利用者負担軽減事業 125.0 万円

低所得で生計が困難な方に対する社会福祉法人等が提供する介護保険サービスにかかる利用者負
担額の軽減制度です。本来の負担割合の1/4を軽減しています。

● 高齢者生きがい活動支援通所事業 1,138.5 万円

日常生活訓練や趣味活動など各種サービスを提供し、介護が必要な状態にならないように、予防を中
心とした自立高齢者のためのデイサービス事業です。利用者負担額は市川地区、三珠地区が１回４００
円、六郷地区１回３５０円です。食事代は別途負担となります。
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・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
運営委託料 10.0 万円 746.0 万円 50 

調理・配達委託料 1,473.7 万円 【利用者負担金】

737.7 万円 50 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
委託料 192.3 万円 153.9 万円 80 

【利用者負担金】

38.4 万円 20 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
寝たきり高齢者等介護慰労金 142.0 万円 142.0 万円 100 

● 配食サービス事業 1,483.7 万円

一人暮らしの高齢者や高齢者だけの世帯で食事を調理することが困難な方に、昼食をお届けします。
利用負担額は町民税非課税世帯で本人年金収入などが８０万円以下の６５歳以上の方は１食３５０円、
それ以外の町民税非課税の方は１食４５０円、町民税課税の方は１食５５０円です。

● 軽度生活援助事業 192.3 万円

町民税非課税世帯で一人暮らしの高齢者、または高齢者や障害者世帯に、シルバー人材センターから
人材を派遣し生活支援を行います。
１回の事業費の限度額は３０, ０００円で、シルバー人材センター利用料金の２割が自己負担、年２回ま
で利用可能です。その他経費、材料費は別途自己負担となります。

● 寝たきり高齢者等介護慰労金支給事業 142.0 万円

寝たきり高齢者や認知症高齢者を介護している家族に慰労金を支給することで、介護の労苦に報いる
とともに要介護者の在宅生活を支援します。
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・ 他

（ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
委託料 33.0 万円 【利用者負担金】

33.0 万円 100 

≪担当： 介護 課 介護保険 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
運営委託料 35.7 万円 119.3 万円 88 

講師代 83.6 万円 【利用者負担金】

テキスト代 16.5 万円 16.5 万円 12 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 22.0 万円 11.1 万円 21 

消耗品費 3.3 万円 5.5 万円 10 

通信運搬費 0.9 万円 30.4 万円 57 

特別旅費・その他使賃料 2.8 万円 【１号介護保険料】

補助金 24.6 万円 6.6 万円 12 

● 高齢者みまもりサービス事業 33.0 万円

　一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯の方の居室内に人感センサーを設置し、一定時間以上動き
が感知されなかった場合に、電話による確認、家族への連絡、必要な場合には業者がかけつけたり、救
急要請につなげたりするサービスになります。

● 介護職員初任者研修 135.8 万円

全国的に介護人材が不足している中、町で介護職員初任者研修を行い、受講後は町内の施設・事業
所で働いていただくことで、介護人材確保を図っていきます。

● 生活支援体制整備事業 53.6 万円

住民が主体となった支えあい活動を推進し、地域全体で高齢者等の生活を支える体制づくりを進める
事業です。生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）を設置し、昨年度からは、地域主体の支
えあいを考え・広める場である第3層協議体の設置に向けた活動をしています。第1層の「市川三郷に
あったらいいな！をつくる会議」でも、支援するとともに役場全体で進めていく体制を構築していきます。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
その他委託料 18.5 万円 21.0 万円 38 

特別旅費・負担金 13.0 万円 10.5 万円 19 

消耗品費 4.6 万円 10.6 万円 19 

通信運搬費・印刷製本費 18.5 万円 【１号介護保険料】

12.5 万円 23 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
その他委託料 1,140.0 万円 1,114.6 万円 20 

負担金 4,232.6 万円 557.2 万円 10 

機械類借上料 95.1 万円 1,578.3 万円 29 

消耗品他 11.6 万円 【１号・２号介護保険料】

2,229.2 万円 41 

● 認知症施策推進事業 54.6 万円

認知症初期集中支援チームを設置しました。このチームは、複数の専門職が認知症が疑われる人、認
知症の人とその家族の方に対して、集中的に支援を行うものです。認知症地域支援推進員を中心に、
認知症の人ができる限り住み慣れた良い環境で暮らし続けることができるよう、認知症の方や家族を
支える「仕組み」を作ります。今年度は、認知症ケアパスを作成し、仕組みの周知をします。

● 介護予防・生活支援サービス、ケアマネジメント事業 5,479.3 万円

要支援１・２と認定された方や、町が行っている基本チェックリスト（日常生活や心身の状態を確認する
質問用紙）と相談の結果により、生活機能の低下がみられた方が利用できるサービスです。訪問型
サービスと通所型サービス、またそれを使うための、プラン作成のサービスを受けることができます。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
消耗品費 0.7 万円 150.6 万円 38 

通信運搬費 0.5 万円 75.3 万円 19 

委託料 390.1 万円 81.5 万円 20 

負担金 6.0 万円 【１号介護保険料】

89.9 万円 23 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 25.9 万円 8.5 万円 25 

消耗品費 7.1 万円 4.2 万円 12 

通信運搬費 1.2 万円 4.5 万円 13 

【１号・２号介護保険料】

17.0 万円 50 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
消耗品（チラシ用紙他） 8.6 万円 4.9 万円 38 

通信運搬費 0.9 万円 2.5 万円 19 

その他役務費 3.4 万円 2.5 万円 19 

【１号介護保険料】

3.0 万円 23 

● 在宅医療・介護連携推進事業 397.3 万円

高齢者ができるだけ住み慣れた地域で安心して生活できるように、医療と介護の連携を図ります。具体
的には医療関係者や介護関係者の合同研修会を行い、在宅での支援の方法を検討します。また、医療
と介護サービスなどのマップ（地図）やパンフレット（案内）を作成し、町民へ情報を発信します（峡南在
宅医療支援センターへの委託事業）。

● 一般介護予防事業（介護予防教室） 34.2 万円

高齢者が元気に生活できるように、運動機能を維持・向上するための教室やお口の健康教室、認知症
予防教室などを実施します。

● 徘徊ＳＯＳネットワーク事業 12.9 万円

認知症の一つの症状として、外出時、自分がどこにいるのか分からなくなり、行方不明になってしまうこ
とがあります。このネットワークは、事前に届出をしておくことで、一刻も早く発見し、ご家族の元へ帰れる
よう高齢者の生命と安全を守るための支援システムになります。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 4.0 万円 4.9 万円 38 

消耗品費 7.5 万円 2.4 万円 19 

通信運搬費 1.3 万円 2.5 万円 20 

【１号介護保険料】

3.0 万円 23 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 2.8 万円 2.7 万円 39 

消耗品費 2.1 万円 1.3 万円 19 

通信運搬費 2.1 万円 1.4 万円 20 

【１号介護保険料】

1.6 万円 23 

● 認知症サポーター等養成事業 12.8 万円

認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り、支援する応援
者です。認知症サポーター養成講座は、地域や職域団体などで住民講座・ミニ学習会として開催してい
ます。

● 介護者・男性介護者のつどい 7.0 万円

介護者のつどいは、介護をされている方などを対象に、お互いに介護の経験談や「気持ち」を語り合う
場です。年１回から２回開かれます。男性介護者のつどいは、介護をされている方などを対象に、３カ月
に１回集まり、「男性ならでは」の介護の悩みを語ったり情報の交換をする場です。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 33.6 万円 27.6 万円 39 

通信運搬費 1.2 万円 13.8 万円 19 

手数料 12.0 万円 13.9 万円 19 

その他委託料 25.0 万円 【１号介護保険料】

16.5 万円 23 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報償費 28.0 万円 10.9 万円 38 

消耗品費 0.4 万円 5.5 万円 19 

　 5.6 万円 20 

【１号介護保険料】

6.4 万円 23 

● 成年後見制度利用支援事業 71.8 万円

成年後見制度とは、認知症などで判断能力が不十分な高齢者の方を、法律や生活面で保護や支援を
する制度です。成年後見人などの申し立ての費用や、弁護士や司法書士などが後見人等になった場合
の報償費を助成します。対象は、親族に申立をする方がいなく、低所得の方などです。

● ケアプラン点検事業 28.4 万円

介護給付費適正化事業の一つとなっています。介護保険を受けられる方が、本当に必要なサービスを
導入されているか、介護支援専門員が作成したケアプランの点検を行います。またサービスを使うこと
で自立した生活が送れるようなケアプランが作成できるよう、介護支援専門員の資質向上を図っていき
ます。

- 54 -



・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 他

（ ％ ）

・ 他

・ （ ％ ）

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
報酬・報償費 545.1 万円 1,466.3 万円 28 

消耗品・通信運搬費 82.3 万円 733.1 万円 14 

その他　負担金・人件費 など 4,545.5 万円 2,097.5 万円 41 

【１号介護保険料】

876.0 万円 17 

≪担当： 介護 課 包括支援 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
介護予防支援計画委託料ほか 377.0 万円 【介護給付費・諸収入】

377.0 万円 100 

≪担当： 介護 課 訪問看護ステーション西八代 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
サービス事業費 251.9 万円 【サービス収入・その他】

その他 3,679.7 万円 3,931.6 万円 100 

● 地域包括支援センター運営事業
（地域支援事業分事業） 5,172.9 万円

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活するため、状態に応じ介護サービスなどが途切れることなく
利用できるよう、高齢者の生活を支える総合機関として地域包括支援センターが設置されています( 町
介護課内)。介護相談や虐待防止事業・介護者教室などを通して、医療、介護、福祉など様々な機関と
連携しています。

● 介護予防支援計画作成（予防ケアプラン） 377.0 万円

介護認定者のうち、要支援１及び２に認定された方の、介護予防支援計画（予防ケアプラン）を作成し
ます。予防ケアプランの作成は民間事業者に委託し、地域包括支援センターでは、予防ケアプランと評
価が適正であるか点検確認をしています（平成２８年１０月日常生活支援総合事業が開始され、この事
業の一部が変更となっています）。

● 訪問看護事業 3,931.6 万円

訪問看護事業は、病気や障がいがあっても住み慣れた地域や家庭で、安心して暮らしていけるように看
護師が生活の場へ訪問し、主治医の指示のもと、必要な看護を行うサービスになります。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

他

（ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
障害者自立支援拠点整備委託料 1,200.0 万円 365.8 万円 30 

施設等修繕費 20.0 万円 182.8 万円 15 

671.4 万円 55 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
重度心身障害者医療費助成費 8,800.8 万円 4,092.4 万円 44 

レセプト審査手数料 480.7 万円 4,092.5 万円 44 

【高額療養費】

9,281.5 1,096.6 万円 12 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
重度心身障害者往診交通費助成事業費 8.4 万円 8.4 万円 100 

●〇●　　　障害者福祉の充実　　　●〇●

● 障害者自立支援拠点整備事業 1,220.0 万円

太陽の家（知的・精神疾患を持った方の活動拠点施設）、デイケア（精神障害者の拠点施設）、でてこう
し（ひきこもりの方の居場所づくりの場）の３つの事業を統合し、町営国民健康保険診療所横の医師住
宅とガレージを利用し新たに障害者の自立支援施設を立ち上げ、障害者によるアート活動（陶芸・絵
画・織物等）や地域住民を巻き込んでの地域交流活動拠点を立ち上げることにより今まで以上に個々
の状況に応じた専門的な支援をうけることができる体制を整備します。

● 重度心身障害者医療費助成事業 9,281.5 万円

障害者（児）の健康の増進と福祉の向上を図るため、重度心身障害者（児）に対して、通院・入院に要
した医療費の保険給付に係る個人負担分を助成します。

● 重度心身障害者往診交通費助成事業 8.4 万円

慢性的な疾病などにより医療機関に定期的かつ長期的に往診を受ける必要のある重度心身障害者に
対し、当該往診に要する交通費を助成します。
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・ 町 （ ％ ）

・
・
・

・ 町 （ ％ ）

・
・

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
会計年度任用職員賃金など 253.7 万円 265.1 万円 100 

町聴覚障害者協会への補助金 4.5 万円

事務用品 1.9 万円

手話施策推進委員会報酬 5.0 万円

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
手話通訳派遣報酬 7.5 万円 16.0 万円 100 

手話講師派遣報酬 7.5 万円

事務用品代 1.0 万円

● 手話施策推進事業 265.1 万円

● 中級手話（レベルアップ）講習事業 16.0 万円

現在、社会福祉協議会に委託して実施されている手話奉仕員養成講習を卒業された方のスキルアップ
を目的として実施する事業です。この中級手話講習を通し県への手話講座へとつなぐ中で、将来的に
本町出身や在住の手話通訳士を輩出できるような体制を整えます。

平成２７年９月議会において、県内で初めて条例制定された市川三郷町手話言語条例を推進していく
ための事業です。条例で「手話は言語である」と位置づけられたことにより、ろう者に対し、社会活動の
あらゆる場面で手話による意思疎通を保障する環境を整える必要があり、平成３１年に策定した第２期
市川三郷町手話施策推進計画に沿って事業を実施します。
【実施事業】
◎聴覚障害者当事者の採用
◎手話施策推進協議会、アドバイザーの報償金、施策推進委員の報償金
◎市川三郷町聴覚障害者協会への補助金
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町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
重度心身障害者非常時人工呼吸器等用 15.0 万円 100 

発動発電機給付費

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
更生医療給付費 1,607.7 万円 803.8 万円 50 

レセプト審査手数料 7.4 万円 401.9 万円 25 

受給者証用紙 0.7 万円 410.1 万円 25 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
介護給付費 2億256.４ 万円 1億9,542.１ 万円 50 

訓練等給付費 1億3,55７.２ 万円 9,770.8 万円 25 

障害児施設 4,439.1 万円 9,772.1 万円 25 

地域相談支援 832.3 万円

● 重度心身障害者非常時人工呼吸器等用
発動発電機給付事業

15.0 万円

人工呼吸器、痰吸引器などを使用している在宅の重度障害者（児）に対し、発動発電機を給付します。

・ 15.0 万円

● 自立支援医療（更生医療）の助成 1,615.8 万円

身体障害者手帳所持者を対象に、障害の軽減や機能回復に必要な医療費( 人工透析・経皮的冠動脈
形成術など) の一部を助成します。

● 自立支援給付 3億9,085.0 万円

障害者（児）が地域や施設において自立した生活を営むための支援を行います。生活上または療養上
の必要な介護を行う｢介護給付｣と、身体的・社会的なリハビリや就労につながる支援を行う｢訓練等給
付｣があります。
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・ 国 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・

・ 国 （ ％ ）

県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

町 （ ％ ）

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
日常生活用具給付等事業 505.3 万円 493.3 万円 25 

日中一時支援事業 828.1 万円 236.4 万円 12 

移動支援事業 202.8 万円 1,243.5 万円 63 

他地域生活支援事業 437.0 万円

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
身体障害児者補装具給付費 553.2 万円 276.6 万円 50 

138.3 万円 25 

138.3 万円 25 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
介助用自動車購入等助成費 40.0 万円 20.0 万円 50 

20.0 万円 50 

● 地域生活支援事業 1,973.2 万円

自立支援給付とは別に、市町村の創意工夫により、利用者の状況に応じて柔軟に実施できる事業で
す。移動支援事業・日中一時支援事業など、さまざまな事業を実施しています。

● 補装具費の給付 553.2 万円

障害者（児）の日常生活や社会生活を向上させるため、身体機能を補う用具を交付し、修理費を助成
します（原則として１割が自己負担です）。

● 介助用自動車購入等助成事業 40.0 万円

車椅子などを使用する在宅の重度心身障害者及び寝たきり高齢者が、自動車をリフト付きなどに改造
する経費または改造された自動車を新規に購入する経費を助成します。
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・ 町 （ ％ ）

・ 県 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

・ 町 （ ％ ）

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
心身障害児者福祉手当 26.4 万円 26.4 万円 100 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
重度心身障害者等タクシー利用助成金 428.4 万円 24.0 万円 6 

利用券印刷代 5.9 万円 410.3 万円 94 

≪担当： 福祉 課 障害福祉 係 ≫

◆主な経費 ●財源内訳●
緊急短期入所 5.9 万円 5.9 万円 100 

● 心身障害児者福祉手当給付事業 26.4 万円

心身障害者（児）の福祉の向上を図ることを目的に、心身障害者（児）を保護している方に対して、福
祉手当を月２，０００円支給します（町県民税非課税世帯に限ります）。

● 重度心身障害者等福祉タクシー利用料金
助成事業 434.3 万円

心身に重度の障害のある方や高齢者が通常の交通機関を利用することが困難なため、タクシーを利用
する場合にその一部を助成します。

● 地域生活支援拠点事業 5.9 万円

同居家族の急な疾病等により在宅生活が一時的に困難となった障害児者を、短期入所等を実施する
事業所が緊急的に援助することにより、障害児者及び同居家族等の福祉の向上を図ります。
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